
 

 

２ ０ １ ５ 年 度  公 益社 団 法 人  乙 訓 青 年 会 議 所  委員 長 方 針  

                   絆 委 員 会  委 員 長  三 浦  靖  

 

 乙 訓 青 年 会 議 所 は、 青 年 と して の 英 知 と 勇 気 と 情熱 を 胸 に 、先 輩 諸 兄 か ら ３

５ 年 に 渡 っ て 受 け 継が れ て き た気 概 を 継 承 し 、 地 域の 負 託 と 信頼 に 応 え る べ く

活 動 し て お り ま す 。こ の 活 動 を継 続 さ せ る 先 に は 、私 達 が 目 指す 「 明 る い 豊 か

な 社 会 」 の 実 現 が あり ま す 。 今年 度 ３ ６ 年 目 を 迎 える 乙 訓 青 年会 議 所 は 、 「 Ｓ

Ｔ Ａ Ｙ  Ｄ Ｒ Ｅ Ａ Ｍ」 の 想 い を胸 に 、 青 年 会 議 所 運動 と 活 動 の意 義 を メ ン バ ー

全 員 で 意 識 の 共 有 を図 り 、 そ の中 で 「 や る 時 は や る、 遊 ぶ 時 は 遊 ぶ 」 の メ リ ハ

リ を 付 け 、 相 手 の 事を 思 い や り「 え え も ん は え え 、あ か ん も んは あ か ん 」 と 意

見 を 出 し 合 い、夢 を 語 り 合 い、何で も 真 剣 に 相 談 出 来る 人 間 関 係を 築 く 為 に は 、

真 の 絆 を 構 築 す る 必要 が あ り ます 。  

 そ こ で 、 １ 月 例 会及 び 新 春 交歓 会 で は 、 「 Ｓ Ｔ ＡＹ  Ｄ Ｒ ＥＡ Ｍ 」 に 込 め ら

れ た 熱 い 想 い と 、 今年 度 乙 訓 青年 会 議 所 の 方 向 性 を 出 席 者 全 員に 理 解 し て 頂 き

ま す 。 そ し て 、 行 政関 係 、 特 別会 員 、 他 Ｌ Ｏ Ｍ と の交 流 を 図 り、 感 謝 の 気 持 ち

を し っ か り と 相 手 にお 伝 え 致 しま す 。 会 員 交 流 会 では 、 絆 づ くり の ス タ ー ト と

し て 、 ま ず は 委 員 会内 の 交 流 を深 め て 頂 き ま す 。 ３Ｌ Ｏ Ｍ 合 同交 流 会 で は 、 ３

Ｌ Ｏ Ｍ が 交 流 を す る事 で 更 に 友好 を 深 め 、 活 動 の 可能 性 を 広 げる 事 を 目 的 と 致

し ま す 。 ８ 月 例 会 及び 納 涼 会 では 、 前 半 の 活 動 を 振り 返 り 、 後半 に 向 け よ り 一

層 絆 を 深 め て 頂 く 交流 の 場 と 致し ま す 。又、ご 家 族 や社 員 の 方 にも ご 参 集 賜 り 、

青 年 会 議 所 活 動 が 家族 と 社 員 の理 解 と 協 力 の 上 で 成り 立 っ て いる と い う 事 を 忘

れ る 事 な く 感 謝 の 気持 ち を し っか り と 伝 え る と 共 に、 メ ン バ ーの 志 と 活 動 内 容

を 知 っ て 頂 く 機 会 を設 け 、 私 達の 賛 同 者 と な っ て 頂く 設 え を 致し ま す 。 １ ２ 月

卒 業 式 及 び 忘 年 会 では 、 卒 業 生の 青 年 会 議 所 活 動 の功 績 を 称 え、 心 に 残 る 感 動

的 な 設 え を 致 し ま す。 忘 年 会 では メ ン バ ー の １ 年 間の 活 動 を 労い 、 今 年 １ 年 の

活 動 で 深 ま っ た 絆 を確 認 し 合 うと 共 に 、 次 年 度 へ の活 力 と な る設 え を 実 施 致 し

ま す 。 又 、 乙 訓 青 年会 議 所 活 動の 更 な る 拡 充 の 為 、同 室 で あ る魅 力 伝 播 委 員 会

と 協 力 し 率 先 し て 会員 拡 大 活 動に 取 り 組 ん で 参 り ます 。 公 益 団体 と し て 大 き な

担 い で も あ る 、 地 域の 未 来 を 担う 子 供 達 を 育 て る 為の 青 少 年 育成 活 動 、 地 域 の

活 性 化 に 繋 が る ま ちづ く り 活 動に も 積 極 的 に 取 り 組ん で 参 り ます 。  

 結 び に 、 ま ず は 私達 委 員 会 メン バ ー 全 員 に 、 人 と関 わ り を 持つ 事 の 意 義 を 理

解 し て 頂 き ま す 。 即ち 、 人 と 関わ る 事 で 自 分 が 変 わり 、 自 分 が変 わ る 事 で 自 分

の 人 生 が 変 わ る 。 同様 に 自 分 と関 わ る 事 で 人 も 変 わる と い う 事を 理 解 し て 頂 き

ま す 。 人 は 一 人 と して 同 じ で はあ り ま せ ん 。 そ の 状況 の 中 、 自分 が 人 と 関 わ る

事 で 、 そ こ か ら 何 を感 じ 、 何 を思 う か 。 そ の 感 じ た自 分 の 想 い を 一 人 の 人 間 と

し て 、 自 分 の 五 感 全て を 持 っ て伝 え る 。 そ の 思 い が他 の メ ン バー に 伝 播 し 、 事

業 を 重 ね て い く 中 で真 の 絆 が 出来 る と 考 え ま す 。 メン バ ー 間 に真 の 絆 が 出 来 る

事 で 、 乙 訓 青 年 会 議所 が 更 に 一致 団 結 し た 団 体 に なる と 確 信 致し ま す 。 「 相 手

の 事 を 想 い な が ら 、心 で 感 じ 、五 感 で 伝 え る 」 。 その 気 持 ち で１ 年 間 行 動 し て

参 り ま す 。  


